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１．自然条件

1.1　流域の概要

1.1.1　概要

• 源流：諏訪湖
• 流域面積：5，090km2（全国12位）
• 幹線流路延長：213km（全国9位）
• 中央アルプスと南アルプスに挟まれた伊
那谷を流下し、奥三河、北遠山岳地帯を
とおり、太平洋に注ぐ、我が国でも有数
の急流河川



• 中央・南アルプスに挟まれた急
峻な地形

• 伊那谷断層群
　　河岸段丘、田切地形など

• 中央構造線が流域を縦断するな
どの脆弱な地質

• 火成岩、変成岩が広範に分布

土砂の生産が多く洪水時には
大量の土砂を含んだ濁流が支
川から流入
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１．自然条件
1.1 流域の概要1.1.2　地形・地質



○年間降水量

• 諏訪地方：1,100～1,200mm
• 中央・南アルプス
　　　　　　　：2,000～2,500mm

• 本川：1,500～1,700mm

　典型的な羽状流域であり降水量
が多い中央・南アルプスから多く
の支川が流入

１．自然条件
1.1 流域の概要1.1.3　気象



写真１.上流（長野県駒ヶ根付近）

写真２.中流（磐田郡龍山村付近）

写真３.下流（磐田郡豊田町・浜松市付近）

写真１

写真２

写真３

１．自然条件
1.1 流域の概要1.1.4 自然

・天竜川流域は、本州
　中央部に位置し、

　南北に長く、高低差
　もあるため多彩な
　動植物に恵まれる

流域位置図



１．自然条件

1.2 河道特性
1.2.1 河道勾配①

天竜川と国内外の河川勾配の比較



１．自然条件
1.2 河道特性1.2.2 河道勾配②

急峻な中央・南アルプスから支流が流入



2.1 歴史
２．社会条件

• 古天竜川は磐田原の麓に沿い
台地をけずるように流れた

• その後、西へ移動した
• 奈良時代には「麁玉川」、平安
初期には「広瀬川」と称された

• 平安中期～鎌倉時代には、東
　 に移動し磐田原の裾を流れた

• 室町時代から江戸時代初期に
かけて、ほぼ現在の河道を流
れるようになった

あら　たま　がわ

麁玉川

広瀬川

古代から幕末までの流路の変化



2.2 文化財等 熊野の長フジ

池田の渡し（豊田町）

２．社会条件

ユ　　　ヤ

カケ ツカ ミナ ト おわた り

遠州大念仏 掛塚祭屋台

熊野の長フジ（豊田町）：天竜川左岸沿の行興寺にある樹
齢800年以上と推定される野田長フジ。国指定天然記念物

遠州大念仏（浜北市等）：祖先の霊を慰める念仏踊りの一
種。天竜川沿い各地で行われる

掛塚祭屋台（竜洋町）：かつて天竜川河口で物資の集散地

として栄えた「掛塚湊」の貴船神社の神事「御輿の渡御」に

曳かれる屋台



　3.2　人口2.3　人口
２．社会条件
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• 中・下流域の人口は概ね15.7万人
• 氾濫想定区域内には約45.4万人が集中



　3.2　人口2.4　産業・経済
２．社会条件
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流域内の国立・国定公園・県立自然公園

２．社会条件

・ 流域内の国立・国定公園
　東側
　　南アルプス国立公園
　中流域一帯
　　天竜奥三河国定公園

・ 県立自然公園
中流域東側
　奥大井県立自然公園
西側
　振草渓谷県立自然公園

2.5 自然公園等



２．社会条件

2.6　交通

•下流部では、JR線東海道線・東海道新幹線、
　天竜浜名湖鉄道，国道1号線，東名高速道路等が発達



　工事実施基本計画改定　　　　昭和48年3月：鹿島　基本高水流量　19,000m3/s

明治44年8月洪水

昭和43年8月洪水

平成9年　河川法改正

　河川整備基本方針（策定中）

計画高水流量　14,000m3/s現計画(S63年・平成6年部分改定）

　第二次改修（昭和の改修）　
　大正12年度～昭和26年度
　　　　　　　　　　鹿島  計画高水流量　11,130m3/s

　第一次改修（明治の改修）
　明治17年度～32年度：第１期工事
  河口～鹿島； 築堤・護岸，鹿島～時又；舟運対策

昭和39年　河川法改正

 工事実施基本計画
計画高水流量　11,130m3/s

昭和40年4月：鹿島　基本高水流量　11,130m3/s

3.1.2　治水事業の沿革　

現計画までの経緯

３. 治水
3.1 水害と治水の沿革



○　第一次改修
　（明治17年度～明治32年度）

●　対象区間：静岡県二俣町（天竜市）～掛塚村（竜洋町）

●　対策：

　　　　護岸工：水害防除と航路の改良を目的

　　　　

　　　　危岩の破砕：航路の確保（時又～鹿島間）　

３. 治水
3.1 水害と治水の沿革

　　　　制水工：水あたりの強い箇所の防御



○ 第二次改修
　　（大正12年度～昭和26年度まで継続）

●　対策：計画流量11,130m3/s

　　 拡幅：流路を900mに拡幅（東海道線より下流）

　　 締切：大平川および東西の派川

●　対象区間：静岡県二俣町（天竜市）より下流28km

３. 治水
3.1 水害と治水の沿革

大平川

東派川

西派川



○工事実施基本計画改定（現計画）
３．.治水
3.2 整備状況



３. 治水

○ 主な洪水と被害状況　

3.1　水害と洪水の沿革
3.1.1 水害の実態

発生年月日 異常気象名 洪水流量（鹿島） 総雨量 被害の状況

S36.6.28 梅雨前線豪雨 約8,400m3/s
477mm
佐久間観測所

佐久間町・浜松市他，浸水面積2,881ha，被災家屋701棟（全壊13棟，流出
14棟，半壊37棟，床上浸水356棟，床下浸水281棟）

S40.9.17～27 台風第24号 約8,100m3/s
409mm
佐久間観測所

春野町・佐久間町他，浸水面積564ha（農地305ha，宅地他259ha），被災家
屋1,601棟（全壊流出13棟，半壊・床上浸水782棟，床下浸水806棟）

S43.8.29～30 台風第10号 約10,000m3/s
480mm
佐久間観測所

佐久間町・天竜市他，浸水面積346.1ha（農地296.3ha，宅地他49.8ha），被災
家屋1,675棟（全壊流出17棟，床上浸水746棟，床下浸水912棟）

S44.7.27～8.12 豪雨及び台風第７号 約8,700m3/s
269mm*1
佐久間観測所

佐久間町・春野町他，浸水面積1,038.8ha（農地185.2ha，宅地他853.6ha），
被災家屋880棟（全壊流出3棟，半壊・床上浸水402棟，床下浸水475棟）

S57.7.5～8.3
豪雨，落雷，風浪と
台風第10号

約9,100m3/s
477mm
佐久間観測所

春野町・浜松市他，浸水面積75.4ha（農地22.3ha，宅地他53.1ha），被災家屋
419棟（床上浸水100棟，床下浸水319棟）

S58.9.24～30 台風第10号 約9,500m3/s
477mm
佐久間観測所

天竜市・佐久間町他，浸水面積56.3ha（農地39.6ha，宅地他16.7ha），被災家
屋89棟（流出2棟，半壊2棟，床上浸水64棟，床下浸水21棟）

S60.5.27～7.24 豪雨及び台風第６号 約8,000m3/s
286mm
梅ヶ島観測所

水窪町，浸水面積0.1ha（宅地他0.1ha），被災家屋1棟（流出1棟）

H3.9.11～28
台風第17～19，
豪雨風浪

約8,900m3/s
323mm*2
佐久間観測所

水窪町・天竜市他，浸水面積3,630ha（農地2,616ha，宅地他1,014ha），被災
家屋129棟（流出5棟，半壊3棟，床上浸水23棟，床下浸水98棟）

＊1・・・日雨量，＊2・・・２日雨量



３. 治水
3.1 水害と治水の沿革• 昭和36年6月洪水被害状況

佐久間小学校浸水状況

佐久間町氾濫浸水状況



・昭和40年9月洪水被害状況

提供：静岡新聞

３. 治水
3.1 水害と治水の沿革



• 昭和43年8月洪水被害状況
洪水で流出した大輪橋

（龍山村，佐久間町境）

３. 治水
3.1 水害と治水の沿革

橋脚流出で落橋したJR飯田線鉄橋



３. 治水
3.1 水害と治水の沿革・昭和44年8月洪水被害状況

提供：静岡新聞



３. 治水
3.1 水害と治水の沿革• 昭和57年8月洪水被害状況

鹿島付近の出水状況



３. 治水
3.1 水害と治水の沿革

提供：中日新聞
水防活動状況

• 昭和57年8月洪水被害状況



３. 治水
3.1 水害と治水の沿革• 昭和58年9月洪水被害状況

天竜市横山地区



３. 治水
3.1 水害と治水の沿革

提供：天竜市広報誌

• 昭和58年9月洪水被害状況

提供：佐久間町広報誌



○ 中・下流部の堤防整備率

堤防の整備状況（平成14年度末現在）

３．.治水
3.2 整備状況3.2　整備状況

3.2.1　河川事業

大臣管理区間
（左右岸の合計）

※平成14年現在

堤防不要区間
133.9ｋｍ 70％

50％

堤防必要区間
56.1ｋｍ

　
30％

0％ 100％

完成堤防
49.5ｋｍ 88 ％

未完成堤防
6.6ｋｍ

12％

堤防必要区間

※平成14年度末現在



３．.治水
3.2 整備状況○ 堤防、護岸、樋管（中流部）

山と河川に挟まれた平地を洪水から守るため、堤防、護岸を整備

支川の排水と、本川からの逆流防止のため、樋管を整備

平常時 洪水時

堤防、護岸

堤防、樋管 •内水

整備前

整備後



３．.治水
3.2 整備状況○ 堤防、護岸・水制、樋管（下流部）

堤防の不連続箇所を洪水から守るため、堤防、護岸を整備

水衝部の洗掘防止のため、護岸・水制を整備

支川の排水と、本川からの逆流防止のため、樋管を整備

洪水時 逆流

樋管

樋門

水制

水制 護岸

低水護岸、水制

洗掘

樋管

・樋門

水制

低水

護岸

堤防、樋管

堤防 堤防

低水

護岸

内水

平常時整備前

整備後



３．.治水
3.2 整備状況

3.2.2 ダム事業

○ 天竜川水系
　 　　　　　　直轄ダム



３．.治水
3.2 整備状況

○ 新豊根ダム

洪水調節計画図



３．.治水
3.3 土砂の移動3.3　土砂の移動

3.3.1　洪水時の土砂

H15.8.10　撮影佐久間ダム放流

洪水時には、上流部山岳地帯で生産された土砂
が濁流となって流下する。

天竜川

気田川

気田川合流点

天竜川河口

中流部の支川から
も土砂が流入する

流下した土砂は、河口から
遠州灘に注ぎ出る



佐久間ダム堆砂状況

3.3.2　ダムの堆砂（佐久間ダム）

ダム完成後、土砂の堆積が進んでいる

常時満水位

３．.治水
3.3 土砂の移動



３．.治水
3.3 土砂の移動3.3.3　下流部の河床の変動
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昭和４７年～平成元年：河床変動小

平成元年～１２年：

　　　22.0km～26.0kmで河床低下

　砂利採取：
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３．.治水
3.3 土砂の移動

○ 濁水

　平常時には、上流部からの流入水と、中流部支川の濁り
の差が目立つ。

佐久間第二発電所　放水口

•上流部から発電放
水口を経て流下

•中流部支川
からの流れ

洪水時 平常時



４．利水

4.1 水利用の実態
○利水（上・工・農用水）
　天竜川下流用水、三方原用水、豊川用水により、浜松市を
中心とした西遠地域、及び東三河地域に上・工・農業用水が
供給されている。



４．利水
4.1水利用の実態4.2 渇水状況

・ 29年間中で
12年、20回
の取水制限



４．利水
4.2 発電4.3 発電

　天竜川水系の発電所は43ヶ所あり、
　最大出力合計は、　2,056,460kw。

秋葉ダム
佐久間ダム

船明ダム

新豊根ダム

新豊根ﾀﾞﾑでは
佐久間ダムを下
部調整池として
揚水発電を実施



5.1 流況
○ 過去20年間の平均値（昭和55年～平成11年）
　 　　 　　豊水流量 247m3/s, 　平水流量 157m3/s
　　　　 　　低水流量 105m3/s, 　渇水流量 74m3/s
　　　　　　　最小流量 54m3/s

５．環境
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５．環境
5.1流況5.2 水質の現状

　中・下流域に流入する主な汚濁源は、二俣川・安間川
からの工場排水および家庭排水であるが、汚濁負荷量
が小さく、本川への影響はほとんどない。

鹿島
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S37 S42 S47 S52 S57 S62 H4 H9 H14
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l) 環境基準：1mg/l

鹿島橋

掛塚
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掛塚橋

生物学的酸素要求量 BOD(75％値)公共用水域の類型指定



1.0km

4.0km

5.0km

2.0km

3.0km

5.3 河川水辺の自然環境
○河口付近の特徴

・ワンドが多く、ヨシ原等の湿地植生が
　 広がる

・ 河口域で塩沼植生のシオクグ群落や

海浜植生のコウボウムギ群落等が生育

・ 汽水性の魚類や甲殻類を多数確認

・ 河口～3.2km間は鳥獣保護区（天竜

　川以西遠州灘）に指定

Ｎ

 

 

 

 

 

貴重種：オジロワシ

貴重種：ウツセミカジカ
貴重種：タコノアシ

貴重種：カワヂシャ

貴重種：コアジサシ

・・・淵

・・・瀬

５．環境
5.3 河川水辺の自然環境

コウボウムギ

ヨシ原 シオクグ



7.0km

5.0km

竜
洋
町

磐
田
市天竜川運動公園

天竜川河川敷
西堀緑地公園

鶴見天竜川緑地
（都市公園）

6.0km

8.0km

10.0km

9.0 km

12.0km
Ｎ

浜松市

白鳥天竜川緑地
（都市公園）

国吉天竜川緑地
（都市公園）

中野町北天竜川緑地
（都市公園）

中野町南天竜川緑地
（都市公園）

11.0km・砂礫主体の河原が広く見られる区間

・高水敷では、近年、セイタカアワダ
　チソウやクズ等が拡大傾向

・中洲の砂礫地にはコアジサシの集団
　繁殖地

・コゴメヤナギ林等のヤナギ林が点在
　近年急激に拡大傾向

○下流部河道の特徴

 

貴重種：ミゾコウジュ

 

貴重種：コアジサシ

５．環境
5.3 河川水辺の自然環境

天竜川河川敷
森本河川公園

・・・淵

・・・瀬

クズ

セイタカアワダチソウ

コゴメヤナギ



21.0km

22.0km

24.0km
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27.0km

29.0km
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31.0km

Ｎ

33.0km

23.0km

28.0km

32.0km

浜北
市

豊岡村

天
竜
市

天
竜
市

児童遊園地

船明ダム周辺
公園緑地

運動場

児童遊園地

天竜川大平運動公園

グライダー等飛行練習場

26.0km

桜堤

鹿島の花火大会(８月)

５．環境
5.3 河川水辺の自然環境○中流部～下流部河道　　

　の特徴

天竜川運動公園

 

貴重種：イワギボウシ

磐
田
市

 

貴重種:コアジサシ

・・・淵

・・・瀬

・山間部から平野部への出口で鹿島橋付近で
　大きく蛇行

・水衝部は深く洗掘され大きな淵が存在

・山付区間は急崖地が多く、露岩地にはサツ

　キ群落、アオヤギバナやヤシャゼンマイ等
　の特殊な植物も生育

・鹿島橋上流～27km付近の左岸側は天竜奥三
　河国定公園に指定

ヤシャゼンマイ

アオヤキバナサツキ群落



41.0㎞

43.0㎞

45.0㎞

46.0㎞

30.0㎞

31.0㎞

33.0㎞

34.0㎞

35.0㎞

36.0㎞

37.0㎞

38.0㎞

39.0㎞

40.0㎞

42.0㎞

32.0㎞

天竜市

天
竜
市

龍
山
村

東
雲
名

小
川

西
雲
名

横山
町

谷
山

月 相
津 佐

久

船
明米

沢

伊
砂

大
川

大
嶺

村民総合運動場

横山小学校
運動場

44.0㎞

天竜市民
ボート大会

(８月)

Ｎ

・山間部であり、河川周辺はスギ・ヒノキ植林
　などの森林植生

・30kmから上流には船明ダム、秋葉ダム、佐久間
　ダムの３つのダムがあり、区間の多くが湛水域

・横山橋から64.4km付近までと原田橋から上流の
　区間は天竜奥三河国定公園　

・28.5～37kmは鳥獣保護区（船明ダム湖）に指定

○中流部河道の特徴

 

貴重種：ミギワトダシバ

 

貴重種:モノアライガイ

５．環境
5.3 河川水辺の自然環境

・・・淵

・・・瀬

スギ・ヒノキ植林 船明ダム



５．環境

5.4　河道の樹林化

昭和昭和3838年年1212月撮影月撮影 昭和昭和5656年年77月撮影月撮影 平成平成1010年年66月撮影月撮影

中州の安定化　　　　　　樹林化の進行

大木に生育した樹木は、洪
水流下に支障となる

•洪水後、樹林化したﾔﾅｷﾞに絡
みつく流木の状況



５．環境

子供達が自然と出会える安全な
水辺の整備・地域づくり

5.5　河川環境面に関する整備状況
　

水辺の楽校　いわた（完成イメージ）

○水辺の自然環境を保全・創出　 　○地域連携体制の構築

○水辺へのアクセスの整備　 　　　　　（学校、ＰＴＡ、市民団体など）

　



６．河川利用

6.1　利用状況①　
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高水敷の占用状況の変化



６．河川利用
6.1利用状況

6.1　利用状況②

年間推定利用者：246万人，春季の利用が多　　　
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６．河川利用
6.2水面・水辺6.2　水面・水辺

舟下り
釣り

ボート



６．河川利用
6.3高水敷6.3　高水敷

飛竜まつり

鹿島の花火ソフトボール

浜北市竜池地区
（河口から18.0km付近）



７．河川管理
7.1 河川の管理7.1　河川の管理

7.1.1 管理区間

○大臣管理区間（106.3km）

天竜川（本川）

　　　河口～静岡県境（95.35ｋｍ）

新豊根ダム管理支所管内

　　　大入川（7.30ｋｍ）

　　　古真立川（3.40ｋｍ）

　　　小田川（0.60ｋｍ）



７．河川管理
7.1 河川の管理7.1.2　河川巡視

○通常巡視

（1）河川管理施設・許可工作物の状況把握

（2）不法占用、不法投棄への指示・警告

通常巡視の状況
ゴミの不法投棄



（1）堤防の状況把握（漏水・洗堀等）
（2）流水の状況把握
（3）河川管理施設・許可工作物の状況把握
（4）堤防周辺における水防活動の指導助言

７．河川管理
7.1 河川の管理

応急対策早期の状況把握

○出水時巡視



有機物の堆積による堤防弱体化の抑制
（枯れ草による腐敗土化）

•外観点検
危険箇所の早期発見

火災予防、不法投棄防止、河川空間の利用

•環境保全

７．河川管理
7.1 河川の管理

除草作業状況

ゴミ散乱状況

7.1.3　堤防除草

•堤防機能維持



7.1.4　樋門樋管操作

直轄で11箇所の樋門樋管を
管理

※樋門樋管の操作は市町村に委託
（天竜川中・下流部）　

水位上昇による河川水の水
路への逆流防止

７．河川管理
7.1 河川の管理



７．河川管理
7.1 河川の管理

7.1.5　河川管理施設等の
　　　　　　　　　　　　　維持修繕

護岸修繕 樋門修繕



7.2　ダムの管理
７．河川管理

ダムがなかった場合の水位

ダムによる洪水調節をした場合の水位

•施設管理（ダムの機能維持）
ゲートなどの施設の整備点検・修繕

下流部への効果

ゲート放流

ゲート放流の通報

•洪水調節
放流前の連絡通報
放流ゲート操作

ダムによる洪水調節効果流量

時間

ダムに ためる量

ダムからの放流量

•貯水池の管理（ダム周辺環境の保全）

提供：静岡新聞



観測所位置図

7.3　水文・水質の観測
７．河川管理

○水文観測

○水質観測

雨　量：16箇所（ﾃﾚﾒｰﾀ7箇所）
水　位：11箇所（　　〃　9箇所）
流　量：5箇所

水質観測：２箇所
pH，ＢＯＤ，ＳＳ，ＤＯ，大腸菌群数など

○目的
河川計画の立案
河川環境の整備保全
河川の適正な維持等



７．河川管理

7.4　水質事故対応
○目的
　　河川環境の保全
　　利水の安全確保

○対応策
　　流域自治体、関係行政機関
　　と「天竜川水系水質保全連絡
　　協議会」を組織
　　・関係者への連絡、情報提供
　　・オイルフェンスの設置
　　・吸着マットなどによる吸引
　　・水質分析
　　・取水停止

○対応者
　　国、県、市町村、原因者

交通事故による危険物等の流出

移し変える際の不注意による油の
流出

配管の老巧化・亀裂による油漏れ

油水分離槽のオーバーフロー
による油流出



７．河川管理
7.5 洪水時の対応

○ 洪水時における連絡体制
7.5　洪水時の対応

気象情報

気象台 国土交通省（国） 水位情報

水防警報

水防団の活動

（平成11年6月洪水）

水防団

消防機関

水防活動に対する指示
(準備、出動、解除など)
水位などの状況、予想

国交省

県水防警報

地域住民気象の状況、予想

水位などの状況、予想

気象庁＋国交省

気象庁＋県

洪水予報

主な対象内　容発　信
主な情報
の種類

市町村

洪水予報

気象情報

洪水予報，

洪水予報

水防警報

水位情報 都道府県

水防団住民

気象情報

マスコミ

住民へ



７．河川管理
7.6 情報提供7.6　情報提供

○防災情報提供センター（国土交通省）
国土交通省、気象などの情報を集約・提供

http://www.bosaijoho.go.jp



○洪水ハザードマップ作成の支援

　　　　　　　　　　　　（浸水想定区域の公表）

平成14年3月15日に水防
法に基づく「浸水想定区域」
の指定・公表

※このﾃﾞｰﾀを基に、豊田町で
は「豊田町洪水ハザードマップ」
を作成し平成１５年５月、各戸
に配布した。

７．河川管理
7.6 情報提供



①河口部

位置図

昭和38年 昭和56年 平成10年

•河口には、平常時「砂州」が発達するが、洪水時には流失する



②池田地区

位置図

昭和56年
対岸：中ノ町護岸

・州が固定化し、
　洪水時にも移動
　しない

・対岸に水衝部が
　生じる

昭和38年

平成10年



③野部地区

位置図

昭和38年

昭和56年

平成10年

・河道が大きく湾
　曲し、水衝部と
　なる

・上流側右岸の州
　が固定化し、樹
　林化

出水後の樹林

出水時

出水後



④渡ヶ島地区（中流部の整備状況）

位置図

堤内地への工場の進出

堤防改修前（昭和47年）

現況

整備前

整備後
昭和56年

昭和38年

•渡ヶ島地区（天竜市）の堤防整備は平成１３年度に完成した。



⑤船明ダム

位置図

昭和38年

ふな　　ぎら

平成10年

船明ダム
目 的 発電
堤 高 24.5ｍ
堤 頂 長 221.05ｍ
堤 体 積 54千m3

流 域 面 積 4,895km2

湛 水 面 積 190ha

総 貯 水 容 量 10,900千m3

有 効 貯 水 容 量 3,600千m3

竣 工 年 昭和52年

船明発電所
最 大 出 力 32,000KW

最 大 使 用 水 量 270m3/s

常 時 使 用 水 量 96.18m3/s
竣 工 年 昭和52年

天竜川下流用水

最大取水量（農水） 45.009m3/s

最大取水量（工水） 0.932m3/s

最大取水量（上水） 2.503m3/s



⑥秋葉ダム

位置図
三方原用水

最大取水量（農水） 12.401m3/s

最大取水量（工水） 3.158m3/s

最大取水量（上水） 1.221m3/s

秋葉ダム
目 的 発電
堤 高 89.0ｍ
堤 頂 長 273.4ｍ
堤 体 積 515.0千m3

流 域 面 積 4,490km2

湛 水 面 積 190ha

総 貯 水 容 量 34,703千m3

有 効 貯 水 容 量 7,750千m3

竣 工 年 昭和33年

秋葉第一発電所
最 大 出 力 45,300KW

最 大 使 用 水 量 110m3/s
常 時 使 用 水 量 -
竣 工 年 昭和33年

秋葉第二発電所
最 大 出 力 34,900KW

最 大 使 用 水 量 110m3/s
常 時 使 用 水 量 -
竣 工 年 昭和33年

秋葉第三発電所
最 大 出 力 （主水車）45,300KW

（小水車）1,600KW

最 大 使 用 水 量 （主水車）110m3/s

（小水車）6m3/s

常 時 使 用 水 量 （主水車）93.6m3/s

（小水車）4.0m3/s

竣 工 年 平成３年



⑦佐久間第２発電所放流口

位置図

平常時には、上流部からの流入水と、中
流部支川の濁りの差が目立つ

平常時

洪水時

模式図



⑧佐久間ダム

位置図

佐久間ダム
目 的 発電
堤 高 155.5ｍ
堤 頂 長 293.5ｍ
堤 体 積 1,120千m3

流 域 面 積 3,827km
2

湛 水 面 積 715ha

総 貯 水 容 量 326,848千m3

有 効 貯 水 容 量 205,444千m
3

竣 工 年 昭和31年

佐久間発電所
最 大 出 力 350,000KW

最 大 使 用 水 量 306m
3
/s

常 時 使 用 水 量 93.45m3/s
竣 工 年 昭和31年

佐久間第二発電所
最 大 出 力 32,000KW

最 大 使 用 水 量 306m
3
/s

常 時 使 用 水 量 93.45m
3
/s

竣 工 年 昭和57年

豊川用水

最 大 取 水 量 14m
3
/s

50百万m
3
/年



⑨佐久間地区

位置図

狭窄部

通常時

洪水時

昭和38年

昭和55年

平成10年

•中流部、佐久間町市街地は、狭窄部の上流に位置する。

•洪水時には狭窄部で堰上がった水面が上流にまで及ぶ。



⑩豊西地区（下流部の整備状況）

位置図

整備前 整備後

•豊西地区（浜松市）の堤防不連続部の締切は、平成７年
度に完成した。

樋管




